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子宮頸がんのなりたちと予防  

子宮頸がんとヒトパピローマウイルス（HPV）関連がん 

子宮頸がんはヒトパピローマウイルス（HPV）感染によって発生します 

HPV（ヒトパピローマウイルス）は非常にありふれたウイル

スで、多くの女性が生涯のうちに一度は感染すると考えられて

います。しかし、ほとんどの場合は自然に排除されるため、感

染したからといって子宮頸がんになるわけではありません。 

しかし、一部の方では感染が長期間持続し、前がん病変を経

て子宮頸がんへと進行することがあります。子宮頸がん（浸潤

がん）が発症するまでには、一般的に 5～10年以上かかると

されています。 

日本では現在、毎年約 1 万人の女性が子宮頸がんと診断され、

約 3,000人が命を落としています。子宮頸がんは 30-40歳

代の子育て世代の女性にも発症するため、幼いお子さんを残し

て亡くなられることもあります（マザーキラー）。 

子宮頸がんは予防できるがんになりました 

現在は高い予防効果が期待できる HPVワクチン（一次予防）があり、さらに定期的な子宮頸がん検診

（二次予防）を組み合わせることで、発症や死亡のリスクを大きく減らすことができます。 

 

世界保健機関（WHO）は、子宮頸がんの克服に向け、2030年までに達成すべき目標を掲げています。 

 

１）15歳までに 90％の女性がHPV

ワクチンを接種する 

 

２）70％の女性が子宮頸がん検診を受

ける 

 

３）子宮頸部病変を有する女性の 90％

が適切な治療・管理を受ける 

 

 

 

 

 

WHOは、これらの目標を達成できれば、今世紀中に子宮頸がんは公衆衛生上の問題にならないレベルま

で減少させることが可能であるとしています。 
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ヒトパピローマウイルス（HPV）感染によって発生する子宮頸がん以外のがん 

 

ヒトパピローマウイルス（HPV）は子宮頸がん以外に上図のようながん（HPV関連がん）の原因になり

ます。中咽頭がんや陰茎がん、肛門がんは男性にも発生するので、女性だけではなく男性にもHPVワク

チンの公費接種を行う国が増えています。 

 

 

男性への自費接種は日本でも可能です（1回 3万円、3回接種）。当院でも可能（予約必要）ですのでご

希望の方はおたずねください。 


